
北海道高等学校
「教科等の本質的な学びを踏まえた主体的・
対話的で深い学び（アクティブ・ラーニング）
の視点からの学習・指導方法の改善の推進

のための実践研究」

【ＳＣＲＵＭ】

「アクティブ・ラーニング実践研究」

場所：東京会場（学術総合センター 一橋講堂）

とき：令和元年（２０１９年）７月３１日（水）

北海道教育委員会
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１ これまでの取組
・「授業実践セミナー」の実施（Ｈ２１～Ｈ２７）

・「授業実践講座」の実施（Ｈ２８～Ｈ３０）

・「言語活動の充実に関する実践研究（課題解決に向けた主体的・

対話的で深い学びの推進事業）」（Ｈ２７）

・「教科等の本質的な学びを踏まえたアクティブ・ラーニングの視点

からの学習・指導方法の改善のための実践研究（ＳＣＲＵＭ）」

（Ｈ２８～Ｈ２９）
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１ これまでの取組

（１）成果

・「育成すべき資質・能力」を踏まえた学習指導を

行うための教員の教科指導力の向上

・公開授業や実践発表等を実施することにより、先

進的な授業実践等の普及

・「アクティブ・ラーニング」の視点からの学習・指導

方法の改善について理解を深め、授業の工夫・

改善
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１ これまでの取組
（２）課題

・授業改善が個々の取組にとどまっている。

【教員の共通理解】

・学校全体の取組になっていない。

【校内体制】

・指定事業において、進学校で取り組んでいたため、

それ以外の学校に普及しなかった。

【教員の意識改善】
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２ 本事業の実践計画の概要

（１）趣旨

学習指導要領の改訂を踏まえ、「社会に開かれた
教育課程」を実現するため、主体的・対話的で深い
学び（アクティブ・ラーニング）の視点からの学習・指
導方法の改善やカリキュラム・マネジメントの推進な
どに取り組むとともに、その成果を普及し、新学習指
導要領の周囲・徹底を図る。
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『実施要項』（平成30年６月27日高校教育課長決定）



２ 本事業の実践計画の概要
（２）研究課題（テーマ）

ア 主体的・対話的で深い学び（アクティブ・ラー

ニング）の視点からの学習・指導方法の改善

についての研究

イ カリキュラム・マネジメントの推進に係る研究

ウ 遠隔システムを活用した指定校の連携に係

る研究
6



２ 本事業の実践計画の概要
（３）実践研究の内容
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「Ｓｔｕｄｅｎｔ」【生徒理解に基づく指導の充実】

互いの存在についての理解を深め、尊重することを通して、生徒に自己存在感を与え、共感的な人間関係を育成するととも

に、自己決定の場を与え、自己の可能性を開発するなど、生徒理解に基づく指導の一層の充実を図る。

「Cooperation」【他の高等学校、中学校、地域等との連携・推進】

「社会に開かれた教育課程」を視野におき、育成すべき資質・能力を踏まえた教育課程の実施等について、各圏域を中心

に他の高校と「取組の成果」の交流や情報交換を行うとともに、地域の中学校との授業研究会等の開催や地域の教育支援を
活用するなど、関係団体等との連携を図る。

「Research」【各種調査等の活用】

アクティブ・ラーニングの検証に向け、これまで実施してきた、道教委独自の「学習状況等調査」や学力テストのほか、ＰＩＳＡ

調査や国の「学力・学習状況等調査」などの結果を関連付けて、生徒の学力や学習状況の把握を推進するとともに、各学校に
おける定期考査等、評価のためのテスト等の在り方について研究を行い、評価及び授業の改善を図る。

「Universal Design」【ユニバーサルデザイン、インクルーシブ教育の視点からの授業改善】

自分の思いや考えを伝えるとともに、相手の思いや考えを理解し尊重できるようにすることを目指し、発達障害のある生徒な

ど、障害のある生徒とともに協働的に学ぶことにより、特別支援教育の視点にも留意した授業改善を図る。特別支援教育の視
点に立つ配慮や工夫を通して、教員の授業力・指導力の向上とともに、発達障害のある生徒のみならず、全ての生徒の学習内
容の理解や学習意欲の向上を図る。

「Management」【カリキュラム・マネジメントの構築】

学校で育成すべき資質・能力を確実に育むためのアクティブ・ラーニングを推進する観点から、どのような教育課程を編成し、

どのようにそれを実施・評価し改善していくのかという「カリキュラム・マネジメント」を確立させ、教科等横断的な視点からの教育
活動の改善や、教科等や学年を越えた組織運営の改善を目指して、学校の運営全体の見直しを図る。



２ 本事業の実践計画の概要
（４）取組の具体
ア 育成すべき資質・能力の明確化、資質・能力を確実に育成する

ための教育課程の編成・実施

① 「カリキュラム・マネジメント」の確立

② 「ＰＤＣＡサイクル」の構築

イ 主体的・対話的で深い学び（アクティブ・ラーニング）の視点から

の授業改善

① 公開授業を実施及び他校の教員等と研究協議の実施

② 校内研究会等の実施

ウ 思考力・判断力・表現力の評価方法に関する研究

評価方法（「パフォーマンス評価」、「ルーブリック」、「ポートフォリオ

評価」等）の理論と実践に関する成果と課題の検証

エ 全道の高等学校等への成果の発信
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＜指定校＞

○拠点校（４校）

サポート校のない管内に本実践の中心となる拠点校を指定

○サポート校（４校）

先の事業の拠点校を本事業のサポート校として指定

○推進校（６校）

拠点校・サポート校のない管内に拠点校と協力して本実践を

推進する推進校を指定

○連携校（２９校）

拠点校・サポート校・推進校の近隣にカリキュラム・マネジメ

ントの確立に向けて、拠点校、サポート校、推進校との意見

交換等を実施する連携校を指定
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拠点校 ４校

推進校 ６校

連携校 29校

「ＳＣＲＵＭ」における連携体制

＊ＳＣＲＵＭとは
Student
Cooperation
Research
Universal Design
Management

道北

道東

道央

道南 ｻﾎﾟｰﾄ校 ４校

夕張高校

倶知安高校

倶知安農業高校

蘭越高校

岩見沢西高校

枝幸高校

札幌北高校

栗山高校札幌北陵高校

札幌東高校

長沼高校

野幌高校

静内高校

平取高校

函館稜北高校

室蘭清水丘高校

伊達高校

函館西高校

松前高校

江差高校

上ノ国高校

月形高校

遠別農業高校

留萌高校
旭川東高校

旭川永嶺高校

苫前商業高校

羽幌高校

天塩高校

帯広柏葉高校 釧路湖陵高校

北見柏陽高校

紋別高校

網走南ヶ丘高校

本別高校
音更高校

大樹高校

標茶高校

釧路江南高校
釧路東高校

厚岸翔洋高校
根室高校

別海高校



＜指定校＞

圏域 拠点校 サポート校 推進校 連携校

道央 夕張 札幌北 倶知安 岩見沢西、栗山、月形、長沼、札幌東、
札幌北陵、野幌、倶知安農業、蘭越

道南 静内 函館稜北 室蘭清水丘、
江差

函館西、松前、上ノ国、伊達、平取

道北 遠別農業 旭川東 枝幸 旭川永嶺、留萌、苫前商業、羽幌、天塩

道東 帯広柏葉 釧路湖陵 北見柏陽、
根室

網走南ヶ丘、紋別、音更、大樹、本別、
釧路江南、釧路東、標茶、厚岸翔洋、
別海
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２ 本事業の実践計画の概要
（５）各種協議会・研究大会
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事業等 内容 実施主体（主
催）

研
究
協
議
会

圏域別指定校連絡協
議会

・研究実践の発表及び協議を行い、研
究成果の共有を図る。
・指定校間における教員研修や定期的
な情報交換、推進体制の充実に向け
た意見交換を行う。

各拠点校

全道指定校連絡協議
会

・遠隔システムを活用し、各圏域におけ
る拠点校とサポート校を結び、効果的
な協議を行う。

高校教育課

研
究
大
会

圏域別研究協議会 ・研究実践に関わる講演、授業参観等 拠点校、主管局

全道指定校連絡協議
会研究大会

（２０１９年度に実施） 高校教育課



拠点校【道央圏域】

『北海道夕張高等学校』の実践
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１ 本校の概要

•夕張高校を取り巻く状況

→平成19年財政破綻、一気に人口減少

→高校も減少し、夕張高校も１学年１学級へ

→ 平成２８年度 ： 夕張市から夕張高校への

補助金執行

→ 平成３０年度 ： 高校魅力化事業開始

•生徒数 65名（ ３年19名、 ２年26名、１年20名）

•教員数 ： 教諭12名、養護教諭１名

教員の経験年数 10年以下 ７名

本校勤務年数 ５年以下 11名

・平成30年度卒業生進路状況（進学９名、就職10名）
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２ 現状と課題

(1)学力差のある集団に対するＡＬ型授業の研究

(2)地域の人材等と連携し、体験活動を含めた多
様な学習プログラムの確立

(3)全ての教育活動を有機的・系統的につなげる
カリキュラム・マネジメント
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３ 本校の取組

（１）生徒理解に基づく指導の充実(Student)

ア 人間関係を形成する力やコミュニケーション

能力の育成を図る取組の実施

イ コミュニケーションスキルを生かす機会の

確保
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３ 本校の取組
（２）他の高等学校・中学校・地域との連携(Cooperation)

ア 遠隔授業の実施

イ 「英会話オンラインシステム」を活用した英語教

育の充実
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３ 本校の取組

（３）各種調査の活用(Research)

（４）ユニバーサルデザイン・インクルーシブ

教育の視点からの授業改善

(Universal Design)

（５） カリキュラム・マネジメント(Management)

→ 夕張高校のこれまでの取組を図式化

・校内組織図と取組イメージ

・単元配列表の作成
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拠点校【道南圏域】

『北海道静内高等学校』の実践
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１ 本校の概要
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～５年 ～10年 ～15年 ～20年 ～25年 ～30年 ～35年 36年～

教職経験 5 19 7 2 2 4 0 2

現在校勤務 30 8 1 1 1 0 0 0

（１）学校を取り巻く地域の現状
日高学区 ７町 中学校数14校 平成31年３月卒業者数 545名

道立高等学校５校、町立高等学校２校 定数計 520名
（欠員計 108名）

（２）在籍生徒数
○ １年次159名、２年次162名、３年次190名 合計511名
○ クラス編成 ２･３年次５学級編成（内 「特進クラス」１、「普通クラス」４）

１年次 ４クラス（内「特進クラス」１、「普通クラス」３）

（３）卒業生進路状況（平成31年３月末日現在）
大学53名(内 国公立大学24名） 短大・専門学校50名 就職49名

（４）教員等の経験年数及び本校勤務年数（令和２年３月31日現在）

中学校への
学習支援ボランティア



２ 本校の現状と課題
（１） 学習意欲の向上（「北海道高等学校学習状況等調査」より）

質問項目 『高校入学前に比べ、学習しようとする意欲が高まった。』

（ ）全道平均 単位％
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Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０

そう思う 35.8 42.8（27.1） 39.1（26.3） 45.1（28.1）

どちらかといえばそう思う。 44.9 42.1（40.1） 44.8（39.4） 42.0（39.1）

どちらかといえばそう思わない。 15.0 9.2（20.9） 12.5（21.6） 9.9（20.9）

そう思わない 4.3 5.9（11.9） 3.6（12.7） 3.0（11.8）



２ 本校の現状と課題
（２） 授業日における家庭学習時間（「北海道高等学校学習状況等調査」より）

質問項目『授業がある平均１日あたりの学習時間』

（ ）全道平均 単位％
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H27 H28 H29 H30

まったく、またはほとんどしな
い。

18.7 5.3（26.5） 9.9（26.7） 12.3（25.8）

30分未満 18.2 11.8（18.5） 13.5（18.4） 11.1（18.4）

30分以上１時間より少ない。 30.5 18.4（23.1） 24.0（22.9） 24.1（24.1）

１時間以上２時間より少ない。 23.0 38.2（21.9） 31.8（22.4） 37.0（22.2）

２時間以上３時間より少ない。 6.4 23.0（8.1） 15.6（7.8） 10.5（7.4）

３時間以上 3.2 3.3（2.1） 5.2（1.8） 5.0（1.9）



３ 実践内容と進捗状況

意見交換 静内高校（道南圏域拠点校） 協力

「ＳＣＲＵＭ推進委員会」

構成メンバー ：教務主任、

教務部員、

各教科代表

意見交換 支援 協力

ｻﾎﾟｰﾄ校（函館稜北高校）
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連
携
校
（
５
校
）

推
進
校
（
２
校
）



３ 実践内容と進捗状況
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（１） SCRUM事業から静内高校流の「SCRUM」へ

・S Student（生徒理解に基づく指導の充実）
→ Student（変更なし）

・C Cooperation（他高等学校、中学校、地域等との連携・推進）
→ Chance（自己を成長させる「きっかけ」）

・R Research（各種調査等の活用）
→ Ride on（「参加する」授業の実践）

・U Universal Design（ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ、ｲﾝｸﾙｰｼﾌﾞ教育の視点からの授業改善）
→ Unique（生徒の「個性」を伸ばす）

・M Management（カリキュラム・マネジメントの構築）
→ Muscle（思考「力」などの力を習得させる）



３ 実践内容と進捗状況
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（２） 昨年度までの取組

・「Student」 ① ﾍﾟｱﾜｰｸ･ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸの実践
② ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽﾃｽﾄの導入（外国語）
③ ICTを活用した授業の工夫（理科・国語・保健体育）

・「Cooperation」 ① 日高地域研究（環境）
・「Research」 ① 学習状況の定点観測、評価や授業改善を目的とした

授業公開・合評会
・「Universal Design」 ① 視覚と聴覚の双方を意識した連絡の工夫（教科通信など）

② ユニバーサルカラーチョークの導入
・「Management」 ① 授業公開・合評会の実施、教育課程委員会の実施

② 学校教育目標から育成を目指す「10の力」の具体化
（自己肯定力、行動力、創造力、表現力、郷土愛、
自己管理力、思考力、言語力、分析力、道徳心）

③ 育成を目指す「10の力」に係る生徒アンケート調査



（３） 今年度の取組

４段階評価平均値

① 日常的・教科等横断的な公開授業、研究大会、→ 新学習指導要領を見据えた「主体的・対
指定校連絡協議会 話的で深い学び」の実現に向けた授業

改善

② 「10の力」に関するルーブリックの作成 → 思考力・判断力・表現力等の評価方法
「学習指導案」の改善 に関する研究

③ 「静高シラバス」の改善、単元配列法の作成 → 育成すべき資質・能力を確実に身に付
けるための教育課程の工夫・改善

自己
肯定力

行動力 創造力 表現力 郷土愛 自己
管理力

思考力 言語力 分析力 道徳心

2.86 2.73 3.06 2.41 2.95 2.93 2.87 2.74 2.82 3.56

３ 実践内容と進捗状況
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拠点校【道北圏域】

『北海道遠別農業高等学校』の実践
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１ 学校の概要

30

（１） 本校を取り巻く地域の現状

（２） 教員等の経験年数及び勤務年数

遠別町

札幌市
平均年齢 ３０．４歳

経験年数 ７年

本校勤務年数 ３．５年

勤務学校数 １．３校

人口 ２，６６３人

距離 札幌市から２５０km

基幹産業 農業、漁業



１ 学校の概要
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（３） 在籍生徒数

（４） 卒業生進路状況

１年 ２年 ３年 合計

人数
男 女 男 女 男 女 男 女

１０ １２ １５ １０ １０ ７ ３５ ２９

寄宿舎 ６ ８ ９ ６ ８ ６ ２３ ２０

農業自営
就職 進学

管内 管外 大学短大 専門学校等

２８年度 ２ ５ ５ １ ４

２９年度 ０ ５ １ ４ ２

３０年度 ０ ４ ７ ０ ４



（１） 現状
・特別支援教育を必要とする生徒が在籍
している
・教科横断的視点の授業を実施している
・地域と連携した教育活動を推進している

（２） 課題
・ほっと、アセスの結果活用による授業改善
・クロス・カリキュラムの効果的な実施
・校内外の「連携」、情報共有の徹底

２ 本校の現状と課題
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３ 実践内容と進捗状況
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（１） 生徒の実態把握による支援方法の検討
・ほっと、アセスを２回ずつ実施
・特別支援教育総合推進事業の推進校指定
の取組

（２） 「３つの連携」による教育活動の充実
・地域連携（EMBETSUあぐりスクール：異校種連携）
・企業連携（ヤフー株式会社との協働による先
進的取組）
・グローバル連携（海外研修の実施）
（３） ＩＣＴの活用
・授業、学校行事、授業評価等での活用



４ 校内組織体制（DokiDoki委員会）
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連
携
校
（
５
校

）

意見交換

意見交換

遠別農業高校（道北圏域拠点校）

「DokiDoki委員会」

管理職、教務部長、生徒指導部長、
進路指導部長、実習部長、寮務部長、
教務担当

支援

サポート校（旭川東高校）

協力

協力

協
力
校
（
枝
幸
高
校
）



５ 今後の取組の方向性
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UPDATE ENNOU

（１） Universal Design

誰もが過ごしやすい環境をつくり、
ほっと・アセスを活用して生徒の効果
的な支援につなげる。

（２） Management

クロス・カリキュラムを実践し、教科間
の連携を強化する。

（３） Cooperation

３つの連携を柱とし、持続可能な取組
にする。

Universal

Design

Coopera
tion

Manag
ement



本校ホームぺージ
Facebookページで
＼情報発信中／

６ 詳しくは・・・
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拠点校【道東圏域】

『北海道帯広柏葉高等学校』の実践
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実践計画の概要

北海道帯広柏葉高等学校【道東圏域】

38

「Ｓｔｕｄｅｎｔ」【生徒理解に基づく指導の充実】
・大学進学希望生徒が多い実態を踏まえ、知識を深めるだけではなく多様な大学入試に対応することや学問や職業など将来を見
据えた生徒の資質・能力を育成する指導の充実を図る。

「Cooperation」【他の高等学校、中学校、地域等との連携・推進】
・圏域拠点校として推進校及び連携校と連携し、実践研究の共有や中学校における取組について積極的に相互交流、外部講師
による講演、先進校視察など、適切なテーマを設定して研修を行う。

「Research」【各種調査等の活用】
・「北海道高等学校学習状況等調査」における家庭学習時間の変化等を分析し、主体的な学びの深まりを検証する。
・生徒による授業アンケートから、生徒の学習が、習得・活用・探究の学習プロセスを意識した深い学び、他者と相互作用する対話
的な学び、自ら学習活動を振り返る主体的な学びにつながっているかを検証する。

「Universal Design」【ユニバーサルデザイン、インクルーシブ教育の視点からの授業改善】
・ユニバーサルデザインの視点を取り入れた「わかる授業」の一層の充実と普及、教師の授業力向上と授業改善、通常の学級に
在籍する特別な教育的ニーズのある生徒の指導・支援の充実を図る。

「Management」【カリキュラム・マネジメントの構築】
・「各教科」「総合的な学習の時間」「特別活動」において教科等横断的な視野に立って、育成すべき生徒の資質・能力の向上を図
る。
・学力の３要素を意識し、思考力・判断力・表現力の育成を目的とした評価方法の工夫改善について検討する。
・生徒による学習評価や教師相互による授業評価等により、授業改善サイクルの確立を図る。

・地域の中心校として学校のグランドデザインを明確化し、他校にも活用できるよう汎用性のある授業改善の在り方について、パッ
ケージ化を図る。



１ 学校の概要
（１） 本校の概要
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ア 北海道農業の中心である十勝
その地域から進学実績を期待されている中心校

イ 教員等の経験年数 平均２４．８年
本校勤務年数 平均６．２年

ウ 在籍生徒数 ８３１人 （男４２５名 女４０６名）

エ 卒業生進路状況 国公立大 １３７名
私立大 ３０２名

（２０１９年度入試 現役生のみ）



（２） 本校の現状と課題

○主体的・対話的で深い学び（ＡＬ）について本校生の認識

問１ ＡＬを行っている授業は？（１学年のみ）

１ 英語（２３０名） ２ 国語（１７５名） ３ 数学（１１５名）

４ 理科（６０名） ５ 地歴公民（１８名） １年生２７９名中

※教科による隔たりが大きい

※クラス間の隔たりもある〈例：国語 最大３３名 最小３名〉

問２ ＡＬの授業をもっとしてほしいか？

１年生（２４８名） ２年生（２２９名）２７７名中

３年生（１６６名）２７５名中

※学年進行でＡＬを望む数が減少している

２０１９．５ 帯広柏葉高校新聞局調べ
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（３） 実践内容と進捗状況

ア 総合的な学習（探究）の時間における探究活動の工夫

主体的に取り組むための導入の工夫

イ ユニバーサルデザインの視点を取り入れた授業改善

支援を必要とする生徒に対する改善点をレポートに

ウ アンケート調査の共有

ＡＬに関わるアンケート調査を精査する

エ 公開授業の実施

生徒の授業評価を同時に実施し、授業改善の手立てとする。

いずれも校内研修会とリンクさせ、その都度まとめ、各校に発信する。
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（４） 本校の組織体制

校長
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事務局

委員長 サポート委員

進路

国語 数学 英語 地歴公民 理科

総学委員

情報家庭芸術

体育

サ
ポ
ー
ト
校
・推
進
校
・連
携
校

※委員長：教頭 事務局：教務部



（５） 今後の取組の方向性

ア 総合的な学習（探究）の時間における探究活動の工夫

・過去の実践例をサポート校・推進校・連携校に発信

イ ユニバーサルデザインの視点を取り入れた授業改善

・各教科の改善点レポートを校内研修会でまとめ、発信

ウ アンケート調査の共有

精査したアンケート調査をサポート校・推進校・連携校でも実施

・各校のデータ比較

エ 公開授業の実施

・授業評価結果を校内研修会でまとめ、教員間で共有
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